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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んで
いる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接支持部として該挟込壁部に対
して接触させるように構成されており、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んでいない場合
に、該雌形端子と該挟込壁部とを非接触で離間させるように構成されている、電動工具用
電池パック。
【請求項２】
　請求項１に記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部と、前記雄形端子を挟み込む端子
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部と、該支持座部と該端子部との間を連接する支持架部とを有し、
　前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられている、電動工具用電池パ
ック。
【請求項３】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んで
いる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接支持部として該挟込壁部に対
して接触させるように構成されており、
　前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部と、前記雄形端子を挟み込む端子
部と、該支持座部と該端子部との間を連接する支持架部とを有し、
　前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられており、
　前記当接支持部は、前記支持座部に近接される箇所を該支持座部の延在範囲に対応させ
てある、電動工具用電池パック。
【請求項４】
　請求項３に記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記当接支持部は、前記端子部よりも対面する前記挟込壁部に向かって膨らまされてい
る、電動工具用電池パック。
【請求項５】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んで
いる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接支持部として該挟込壁部に対
して接触させるように構成されており、
　前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部と、前記雄形端子を挟み込む端子
部と、該支持座部と該端子部との間を連接する支持架部とを有し、
　前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられており、
　前記当接支持部は、前記端子部よりも対面する前記挟込壁部に向かって膨らまされてい
る、電動工具用電池パック。
【請求項６】
　請求項２から請求項５のいずれかに記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記電池本体は、電池セルと、回路基板とを有し、
　前記回路基板は、着脱スライド方向に延びるように配置され、
　前記雌形端子の前記端子部は、着脱スライド方向に延びるように配置され、
　前記雌形端子の前記支持架部は、着脱スライド方向と直交する方向に延びるように配置
されている、電動工具用電池パック。
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【請求項７】
　請求項２から請求項６のいずれかに記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記支持架部のうち前記支持座部と隣接する箇所は、着脱スライド方向に延びるように
構成されており、
　前記当接支持部のうち前記支持座部と隣接する箇所も、着脱スライド方向に延びるよう
に構成されている、電動工具用電池パック。
【請求項８】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んで
いる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接支持部として該挟込壁部に対
して接触させるように構成されており、
　前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部と、前記雄形端子を挟み込む端子
部と、該支持座部と該端子部との間を連接する支持架部とを有し、
　前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられており、
　前記支持架部のうち前記支持座部と隣接する箇所は、着脱スライド方向に延びるように
構成されており、
　前記当接支持部のうち前記支持座部と隣接する箇所も、着脱スライド方向に延びるよう
に構成されている、電動工具用電池パック。
【請求項９】
　請求項２から請求項８のいずれかに記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記支持架部の端縁が、着脱スライド方向と交差する方向に折り曲げられている、電動
工具用電池パック。
【請求項１０】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んで
いる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接支持部として該挟込壁部に対
して接触させるように構成されており、
　前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部と、前記雄形端子を挟み込む端子
部と、該支持座部と該端子部との間を連接する支持架部とを有し、
　前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられており、
　前記支持架部の端縁が、着脱スライド方向と交差する方向に折り曲げられている、電動
工具用電池パック。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれかに記載の電動工具用電池パックにおいて、
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　前記挟込壁部は、前記雌形端子の外周を区画するように着脱スライド方向に延在されて
いる、電動工具用電池パック。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のいずれかに記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記挟込壁部の前記当接支持部が接触される箇所には、前記雌形端子に向かって膨らま
される接触リブ部が設けられている、電動工具用電池パック。
【請求項１３】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子が前記雄形端子を挟み込んで
いる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接支持部として該挟込壁部に対
して接触させるように構成されており、
　前記挟込壁部の前記当接支持部が接触される箇所には、前記雌形端子に向かって膨らま
される接触リブ部が設けられている、電動工具用電池パック。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１０のいずれかに記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記雌形端子は、挟み込む前記雄形端子に対して対称に対をなして構成されている、電
動工具用電池パック。
【請求項１５】
　電動工具の電源として該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可
能にされる電動工具用電池パックであって、
　電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、
　前記電池本体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的
に接続する雌形端子を有し、
　前記雌形端子は、第１端子部と第２端子部とで前記雄形端子を挟み込むようになってお
り、
　前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケース本体と組み
付け可能にされるケース蓋部とを有し、
　前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端
子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部とを有し、
　前記第１端子部と前記第２端子部とは、前記雄形端子が挟み込まれていない第１の形状
と前記雄形端子が挟み込まれる第２の形状との間で変形可能に設定されており、
　前記第１の形状では、前記挟込壁部と対面する前記雌形端子の当接支持部は、該挟込壁
部に対して非接触に離間しており、
　前記第２の形状では、前記当接支持部は前記挟込壁部に対して接触している、電動工具
用電池パック。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部を有しており、
　前記第１端子部および前記第２端子部は、支持架部を介して前記支持座部に連接されて
おり、
　前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられている、電動工具用電池パ
ック。
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【請求項１７】
　請求項１６に記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記当接支持部が前記挟込壁部から隔てられる距離は、前記第１端子部および前記第２
端子部が該挟込壁部から隔てられる距離よりも短く設定されている、電動工具用電池パッ
ク。
【請求項１８】
　請求項１６または請求項１７に記載の電動工具用電池パックにおいて、
　前記当接支持部は、前記第１端子部および第２端子部よりも対面する前記挟込壁部に向
かって膨らまされている、電動工具用電池パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動工具の電源として該電動工具の工具本体に着脱可能にされる電動工具用
電池パックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の電動工具は、電源として工具本体に着脱可能にされる電動工具用電池パックが利
用されている。このような電動工具用電池パックは、一般に、電池本体と、この電池本体
を収容するケースとを備える。電池本体は、充放電可能な複数の電池セルと、これら複数
の電池セルの充放電に関して電気的に接続する回路基板とを備える。このような電動工具
用電池パックは、充電量が少なくなると工具本体から取り外されて専用充電器にて充電さ
れる。また、専用充電器で充電された後には再び工具本体に装着されて電源として利用さ
れる。この種の電動工具用電池パックには、工具本体や専用充電器に対して相対的にスラ
イドさせることによって装着されるものが知られている。このような電動工具用電池パッ
クには、スライド装着のためのスライドガイド構造や、スライド装着により相手側と電気
的接続がされる接続端子が設けられている（例えば特許文献１参照）。具体的には、工具
本体や専用充電器には電気的接続される板状の雄形端子が設けられており、電動工具用電
池パックには、この雄形端子をスライド装着により挟み込むようにして電気的接続を可能
とする雌形端子が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－５７２０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、電動工具用電池パックの内部構造は、各種のニーズに応じて適宜の変更が加
えられることがある。このため、電動工具用電池パックの雌形端子にあっても、内部構造
に対応して僅かに設計変更を加えることがある。具体的には、雌形端子の大きさや形状を
僅かに変更することがある。他方、これら雄形端子と雌形端子との電気的接続は、雌形端
子が雄形端子を挟み込むことによる。このため、雌形端子による雄形端子の挟み込みにつ
いては、好ましい電気的接続が得られつつ挟み込みによる雌形端子の磨耗を抑えるように
、適切な荷重で挟み込むことが望まれている。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたものであって、本発明が解決しようとする課
題は、電動工具の電源として該電動工具の工具本体に着脱可能にされる電動工具用電池パ
ックにおいて、雌形端子に僅かな設計変更が加えられる場合であっても、この僅かな設計
変更を許容可能に雄形端子を挟み込む雌形端子の挟み込み荷重を適切な荷重に維持するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　上記した課題を解決するにあたって、本発明に係る電動工具用電池パックは次の手段を
とる。すなわち、本発明の第１の発明に係る電動工具用電池パックは、電動工具の電源と
して該電動工具の工具本体に対してスライドさせることにより着脱可能にされる電動工具
用電池パックであって、電池本体と、該電池本体を収容するケースとを有し、前記電池本
体は、スライドさせて装着される相手側の雄形端子を内側に挟み込み電気的に接続する雌
形端子を有し、前記ケースは、前記電池本体の主要部分を収容するケース本体と、該ケー
ス本体と合体可能にされるケース蓋部とを有し、前記ケース蓋部は、前記雄形端子を内部
に受け入れ可能とする雌開口部と、前記雄形端子の挟み込み方向で前記雌形端子を外側か
ら挟み込む挟込壁部とを有し、前記雌形端子と前記挟込壁部とは、少なくとも該雌形端子
が前記雄形端子を挟み込んでいる場合に、該挟込壁部と対面する該雌形端子の一部を当接
支持部として該挟込壁部に対して接触させるように構成されている、ことを特徴とする。
【０００７】
　この第１の発明に係る電動工具用電池パックによれば、ケース蓋部に雄形端子の挟み込
み方向で雌形端子を外側から挟み込む挟込壁部が設けられている。ここで、雌形端子と挟
込壁部とは、雌形端子が雄形端子を挟み込んでいる場合に、挟込壁部と対面する雌形端子
の一部を当接支持部として挟込壁部に対して接触させるように構成されている。これによ
って、雌形端子が雄形端子を挟み込んでいる場合には、当接支持部は挟込壁部に接触され
て挟込壁部からの支持を受けることができる。したがって、雌形端子に僅かな設計変更が
加えられる場合であっても、この僅かな設計変更を許容可能に雄形端子を挟み込む雌形端
子の挟み込み荷重を適切な荷重に維持することができる。
【０００８】
　また、第２の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第１の発明に係る電動工具用電
池パックにおいて、前記雌形端子と前記挟込壁部とは、該雌形端子が前記雄形端子を挟み
込んでいない場合に、該雌形端子と該挟込壁部とを非接触で離間させるように構成されて
いる、ことを特徴とする。この第２の発明に係る電動工具用電池パックによれば、雌形端
子と挟込壁部とは、雌形端子が雄形端子を挟み込んでいない場合に、雌形端子と挟込壁部
とを非接触で離間させるように構成されている。これによって、ケース蓋部をケース本体
に合体させる際に雌形端子をケース蓋部の挟込壁部に当てさせずに組み付けて合体させる
ことができる。したがって、ケース本体とケース蓋部との組付け易さを確保し、製造上の
利便性を高めることができる。
【０００９】
　また、第３の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第１または前記第２の発明に係
る電動工具用電池パックにおいて、前記雌形端子は、前記電池本体に結合される支持座部
と、前記雄形端子を挟み込む端子部と、該支持座部と該端子部との間を連接する支持架部
とを有し、前記雌形端子の前記当接支持部は、前記支持架部に設けられている、ことを特
徴とする。この第３の発明に係る電動工具用電池パックによれば、支持座部と端子部との
間を連接する支持架部に当接支持部が設けられているので、雄形端子を挟み込んだ端子部
を好ましく支持しながらも、支持架部を介した端子部の支持により雄形端子の端子部への
挟み込みに余裕を持たせることができる。これによって、雌形端子に雄形端子を差し込む
にあたっての差し込み易さを確保することができて、電動工具用電池パックの工具本体に
装着させる際の装着させ易さを維持することができる。
【００１０】
　また、第４の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第３の発明に係る電動工具用電
池パックにおいて、前記当接支持部は、前記支持座部に近接される箇所を該支持座部の延
在範囲に対応させてある、ことを特徴とする。この第４の発明に係る電動工具用電池パッ
クによれば、当接支持部は支持座部に近接される箇所を支持座部の延在範囲に対応させて
ある。逆に言えば端子部に近づくにつれて当接支持部の配設範囲は小さく設定されている
。これによって、端子部における内外への動きをより確保することができ、雌形端子に雄
形端子を差し込むにあたっての差し込み易さをより確保することができる。したがって、
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電動工具用電池パックを工具本体に装着させる際の装着させ易さについて高く維持するこ
とができる。
【００１１】
　また、第５の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第３または前記第４の発明に係
る電動工具用電池パックにおいて、前記当接支持部は、前記端子部よりも対面する前記挟
込壁部に向かって膨らまされている、ことを特徴とする。この第５の発明に係る電動工具
用電池パックによれば、当接支持部は端子部よりも対面する挟込壁部に向かって膨らまさ
れているので、当接支持部のみを挟込壁部に接触させ易くすることができる。これによっ
て、新たな部材を設けることなく、当接支持部を挟込壁部に接触させることができて雄形
端子を挟み込む雌形端子の挟み込み荷重を適切な荷重に維持することができる。
【００１２】
　また、第６の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第１から前記第５のいずれかの
発明に係る電動工具用電池パックにおいて、前記挟込壁部は、前記雌形端子の外周を区画
するように着脱スライド方向に延在されている、ことを特徴とする。この第６の発明に係
る電動工具用電池パックによれば、挟込壁部は雌形端子の外周を区画するように着脱スラ
イド方向に延在されているので、この雌形端子の外周の電気的絶縁性を高めることができ
る。これによって、より短絡防止を図る電動工具用電池パックとすることができる。
【００１３】
　また、第７の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第１から前記第６のいずれかの
発明に係る電動工具用電池パックにおいて、前記挟込壁部の前記当接支持部が接触される
箇所には、前記雌形端子に向かって膨らまされる接触リブ部が設けられている、ことを特
徴とする。この第７の発明に係る電動工具用電池パックによれば、挟込壁部の当接支持部
が接触される箇所には接触リブ部が設けられている。この接触リブ部は雌形端子に向かっ
て膨らまされているので、より的確に当接支持部のみを挟込壁部に接触させ易くすること
ができる。これによって、新たな部材を設けることなく、より的確に当接支持部を挟込壁
部に接触させることができる。
【００１４】
　また、第８の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第３から前記第７のいずれかの
発明に係る電動工具用電池パックにおいて、前記電池本体は、電池セルと、回路基板とを
有し、前記回路基板は、着脱スライド方向に延びるように配置され、前記雌形端子の前記
端子部は、着脱スライド方向に延びるように配置され、前記雌形端子の前記支持架部は、
着脱スライド方向と直交する方向に延びるように配置されている、ことを特徴とする。こ
の第８の発明に係る電動工具用電池パックによれば、端子部については着脱スライドに応
じて雄形端子の挟み込みに追従させるように曲がり易くすることができ、さらに支持架部
については雄形端子の挟み込みに対しての曲がりを抑えて雌形端子の雄形端子に対する接
触荷重を高めることができる。これによって、雌形端子に僅かな設計変更を許容可能に雄
形端子を挟み込む雌形端子の挟み込み荷重を適切な荷重に維持することができる。
【００１５】
　また、第９の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第３から前記第８のいずれかの
発明に係る電動工具用電池パックにおいて、前記支持架部のうち前記支持座部と隣接する
箇所は、着脱スライド方向に延びるように構成されており、前記当接支持部のうち前記支
持座部と隣接する箇所も、着脱スライド方向に延びるように構成されている、ことを特徴
とする。この第９の発明に係る電動工具用電池パックによれば、支持架部が着脱スライド
方向に延びているので支持架部の支持座部からの支持力を高めることができる。また、当
接支持部も着脱スライド方向に延びているので、当接支持部が挟込壁部からの支持力を高
めることができる。
【００１６】
　また、第１０の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第１から前記第９のいずれか
の発明に係る電動工具用電池パックにおいて、前記雌形端子は、挟み込む前記雄形端子に
対して対称に対をなして構成されている、ことを特徴とする。この第１０の発明に係る電
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動工具用電池パックによれば、雌形端子は挟み込む雄形端子に対して対称に対をなして構
成されているので、雌形端子の雄形端子への挟み込みを両側で釣り合わせてバランスさせ
ることができる。これによって、雌形端子の雄形端子に対する接触荷重をバランスさせて
高めることができる。
【００１７】
　また、第１１の発明に係る電動工具用電池パックは、前記第３から前記第１０のいずれ
かの発明に係る電動工具用電池パックにおいて、前記支持架部の端縁が、着脱スライド方
向と交差する方向に折り曲げられている、ことを特徴とする。この第１１の発明に係る電
動工具用電池パックによれば、支持架部の端縁が着脱スライド方向と交差する方向に折り
曲げられているので支持架部の剛性を高めることができる。これによって、雌形端子の雄
形端子に対する接触荷重をより高めることができて、雌形端子に僅かな設計変更を許容可
能に雄形端子を挟み込む雌形端子の挟み込み荷重を適切な荷重に維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】電池パックが装着されたインパクトドライバの斜視外観を示す斜視図である。
【図２】図１の工具本体から電池パックを取り外した斜視外観を示す斜視図である。
【図３】電池パックの斜視外観を示す斜視図である。
【図４】電池パックの上面を示す平面図である。
【図５】電池パックの側面を示す平面図である。
【図６】電池パックの内部構造を示す分解斜視図である。
【図７】図４における(VII)-(VII)断面矢視を示す断面図である。
【図８】図５における(VIII)-(VIII)断面矢視を示す断面図である。
【図９】工具本体に装着された際の図８の電池パックを示す断面図である。
【図１０】図８におけるグランド端子４４１箇所を拡大して示す断面図である。
【図１１】図９におけるグランド端子４４１箇所を拡大して示す断面図である。
【図１２】端子部品の前側を斜視にて示す斜視図である。
【図１３】端子部品を側面視にて示す平面図である。
【図１４】端子部品を上面視にて示す平面図である。
【図１５】端子部品を前面視にて示す平面図である。
【図１６】端子部品を後面視にて示す平面図である。
【図１７】端子部品を下面視にて示す平面図である。
【図１８】図５における(XVIII)-(XVIII)断面矢視を示す断面図である。
【図１９】ケース蓋部の内部を示す斜視図である。
【図２０】図７とは違う方向で視たケース蓋部の内部を示す斜視図である。
【図２１】ケース蓋部の内部面視を示す平面図である。
【図２２】第２の実施の形態の端子部品の前側を斜視にて示す斜視図である。
【図２３】第２の実施の形態の端子部品を側面視にて示す平面図である。
【図２４】第２の実施の形態の端子部品を上面視にて示す平面図である。
【図２５】第２の実施の形態の端子部品を前面視にて示す平面図である。
【図２６】第３の実施の形態の端子部品の前側を斜視にて示す斜視図である。
【図２７】第３の実施の形態の端子部品を側面視にて示す平面図である。
【図２８】第３の実施の形態の端子部品を上面視にて示す平面図である。
【図２９】第３の実施の形態の端子部品を前面視にて示す平面図である。
【図３０】第４の実施の形態の端子部品の後側を斜視にて示す斜視図である。
【図３１】第４の実施の形態の端子部品を側面視にて示す平面図である。
【図３２】第４の実施の形態の端子部品を上面視にて示す平面図である。
【図３３】第４の実施の形態の端子部品を後面視にて示す平面図である。
【図３４】第５の実施の形態の端子部品の前側を斜視にて示す斜視図である。
【図３５】第５の実施の形態の端子部品を上面視にて示す平面図である。
【図３６】図３５に示す端子部品に接続端子を差し込んだ平面図である。
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【図３７】図３４の端子部品の比較例として挙げる従来の端子部品の斜視図である。
【図３８】図３６の端子部品の比較例として挙げる従来の端子部品の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
［第１の実施の形態］
　以下に、本発明に係る電動工具用電池パックを実施するための各種の実施の形態につい
て図面を参照しながら説明する。まず、第１の実施の形態について説明する。図１に示す
符号１０は、本発明に係る電動工具に相当するインパクトドライバである。このインパク
トドライバ１０は、工具本体１１に電池パック２０が装着されて駆動可能となっている。
この電池パック２０は、本発明に係る電動工具用電池パックに相当し、インパクトドライ
バ１０の電源としてインパクトドライバ１０の工具本体１１に着脱可能にされる。つまり
、この電池パック２０は、充電量が少なくなると工具本体１１から取り外されて専用充電
器に装着されて充電される。また、専用充電器にて充電が完了した電池パック２０は、イ
ンパクトドライバ１０のような電動工具の電源として再び工具本体１１に装着される。な
お、工具本体１１には、駆動部１３とグリップ部１４とを有すると共に、次に詳述するバ
ッテリ装着部１５を備える。
【００２０】
　図２の斜視図は、この工具本体１１から電池パック２０が取り外された工具本体１１の
裏側を示している。この工具本体１１の下部裏側には、バッテリ装着部１５が設けられて
いる。バッテリ装着部１５は、スライド装着タイプの電池パック２０に対応して構成され
ている。つまり、バッテリ装着部１５は、工具本体１１に対して電池パック２０をスライ
ドさせて装着あるいは取外し可能とする構造を有する。具体的には、バッテリ装着部１５
には、電池パック２０のスライドをガイドするレール１７と、スライドにより接続される
接続端子１８１と、スライドにより接続される通信端子１８２と、フック部５７を嵌合さ
せる嵌合雌部１９と、が設けられている。次に、バッテリ装着部１５に装着される電池パ
ック２０について説明する。なお、この接続端子１８１は、本発明に係る雄形端子に相当
する。つまり、接続端子１８１は、電池パック２０がスライドさせて装着される相手側の
工具本体１１の雄形端子である。この接続端子１８１は、スライドさせる方向に延びる平
板形に形成されている。
【００２１】
　図３の斜視図は、電池パック２０の斜視外観を示している。図４の平面図は、電池パッ
ク２０の上面を示している。図５の平面図は、電池パック２０の側面を示している。図６
の分解斜視図は、電池パック２０の内部構造を示している。図７の断面図は、図４におけ
る(VII)-(VII)断面矢視を示している。なお、電池パック２０を説明するにあたり、バッ
テリ装着部１５に装着された際にバッテリ装着部１５に対面する方向を上側と規定し、バ
ッテリ装着部１５にスライド装着させる際のスライド方向を前側と規定する。図３～図７
に示すように、電池パック２０は、概略、ケース２１と、ケース２１内に装置される電池
本体３０と、スライド装着のための雄フック機構５５と、を有する。ケース２１は、電池
パック２０の外装をなしつつ電池本体３０を収容する筐体として機能する。このケース２
１は、上下の２つ割り構造を有して構成される。ケース２１は、ケース本体２３とケース
蓋部２５とを上下方向に合体して構成される。合体されたケース本体２３とケース蓋部２
５とは、螺子部材２２を介して合体状態が保持される。このように合体されてなるケース
２１は、内部に電池本体３０を装置可能な箱形空間を形成する。
【００２２】
　ケース本体２３は、図６および図７に示すように、上面が開口された略箱形にて形成さ
れる。ケース本体２３は、電池本体３０の主要部分を収容する。ケース本体２３は、後に
説明する電池本体３０の電池部３１を主として収容する略箱形をなしている。具体的には
、ケース本体２３は、上下２段で前後５本並列された合計１０本の電池セル３３を収容可
能な前後左右上下方向の寸法を有して形成される。なお、電池本体３０の回路基板４２に
ついては、ケース本体２３のから上側に食み出されてケース蓋部２５の内部に収容可能に
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される。ケース蓋部２５は、電池パック２０を機器本体（インパクトドライバ１０の工具
本体１１や専用充電器）にスライド装着させる際の接続側の外装をなす。ケース蓋部２５
の中間部分には、レール１７にガイドされるスライドガイド部２６が設けられている。電
池パック２０の工具本体１１のバッテリ装着部１５に対してのスライド装着は、レール１
７にガイドされるスライドガイド部２６によりガイドされる。
【００２３】
　また、ケース蓋部２５には、後に詳述するグランド端子４４１と放電端子４４２とに、
バッテリ装着部１５側の接続端子１８１とを電気的接続を可能とするためのスリット２７
が設けられている。このスリット２７は、本発明に係る雌開口部に相当し、上記した接続
端子１８１をケース２１の内部に向けて受け入れ可能とする。このケース蓋部２５には、
後に説明する通信コネクタ４５や充電端子４６１および通信端子４６２を、不図示の専用
充電器側の通信端子および充電端子や工具本体１１の通信端子１８２に対して電気的接続
を可能とするための開口部２８１およびスリット２８２が設けられている。また、ケース
蓋部２５には、雄フック機構５５のためのフック用開口部２９１および操作用開口部２９
２が設けられている。また、ケース蓋部２５には、不図示の専用充電器に装着して充電す
る際に、ケース２１の内部の電池セル３３を冷却するための通風口２９３，２９４が設け
られている。なお、このケース本体２３とケース蓋部２５とは、螺子部材２２により一体
に螺子締結されてケース２１をなす。
【００２４】
　また、雄フック機構５５は、電池パック２０をバッテリ装着部１５に対してスライド装
着させた場合に、このバッテリ装着部１５に対して取外し可能に嵌合する構造を有してい
る。すなわち、雄フック機構５５は、図６および図７に示すように、フック形構造体５６
と、このフック形構造体５６を係止方向に付勢する圧縮ばね５９とを備える。このフック
形構造体５６は、嵌合雌部１９に嵌合されるフック形状のフック部５７と、操作可能な指
掛かり形状の操作部５８とを備える。このように構成される雄フック機構５５は、圧縮ば
ね５９の付勢力により自動的にフック部５７をバッテリ装着部１５の嵌合雌部１９に嵌合
させるようになっている。また、圧縮ばね５９の付勢力に抗して操作部５８を引下げ操作
をすると、バッテリ装着部１５の嵌合雌部１９に対してのフック部５７の嵌合を解除する
ことができ、電池パック２０をスライドさせて工具本体１１から取り外すことができる。
なお、この圧縮ばね５９は、セルホルダ５０の上面に突出して設けられる凸柱部５１に嵌
められて保持されている。
【００２５】
　次に、上記したケース２１の内部に装置される電池本体３０について説明する。電池本
体３０は、図６に示すように、電池部３１と制御部４１とを備える。電池部３１は、上下
２段で前後５本並列された合計１０本の電池セル３３を有する。この電池セル３３は、広
く利用される充放電可能な電池セルであり、具体的にはリチウムイオン電池として形成さ
れる。これら１０本の電池セル３３は、左右方向に延びる横置きで前後方向で並列されて
いる。また、上下２段の５本ずつの電池セル３３同士の間にはセパレータ５４が介装され
ている。このようにセルホルダ５０およびセパレータ５４により保持される１０本の電池
セル３３のそれぞれの電極３４は、左右両側端に位置されるようになっている。
【００２６】
　これらの電極３４のうちプラス電極には、不要な通電を避けるための絶縁シート３５が
取り付けられている。これらの電池セル３３の電極３４には、同電位の電極同士を連ねる
リード板３６が取り付けられている。このリード板３６のうち前左側と後右側のリード板
３６には、回路基板４２に接続するための接続端部３７が設けられている。この接続端部
３７は、回路基板４２の接続部４７に接続される。また、このリード板３６の外側には、
不要な通電を避けるための絶縁シート３９が取り付けられている。
【００２７】
　制御部４１は、上記した電池セル３３（電池部３１）の上側に配置される。この制御部
４１は、各種の制御処理を行う回路基板４２を有する。回路基板４２は、マイコンが搭載
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されてリード板３６を介して電池セル３３の状態を監視して充放電に関する制御を行う。
このため、回路基板４２には、リード線４８を介してリード板３６の上端部分３６１が電
気的に接続されている。この回路基板４２は、電池パック２０がバッテリ装着部１５に対
して着脱される着脱スライド方向に延びるように配置されている。また、回路基板４２の
上面には、グランド端子４４１、放電端子４４２、通信コネクタ４５、充電端子４６１お
よび通信端子４６２が設けられている。これらグランド端子４４１、放電端子４４２、通
信コネクタ４５、充電端子４６１および通信端子４６２は、工具本体１１（バッテリ装着
部１５）や専用充電器に対して電気的に接続される端子として構成される。なお、通信コ
ネクタ４５および通信端子４６２を介して送受信される信号は、回路基板４２の制御処理
に基づくものとなっている。なお、このような回路基板４２にあっては、電池セル３３の
充放電を制御するマイコンを搭載せずに構成されるものであってもよい。
【００２８】
　この回路基板４２は、次に説明するセルホルダ５０に対して螺子部材４３を介して一体
に螺子締結されている。つまり、螺子部材４３は、回路基板４２を挟み込むようにセルホ
ルダ５０の雌螺子５３に螺子留めされている。また、図６に示す符号３８１は、電池セル
３３をケース２１に収容させておくためにケース本体２３の内部に敷かれる緩衝シートで
ある。この緩衝シート３８１は、ケース本体２３の内部の底面に設けられる対面配置で対
をなす保持円弧リブ２３１によって保持される。また、この保持円弧リブ２３１同士の間
には、電池セル３３の配置を前後で区画する区画リブ２３２が設けられている。保持円弧
リブ２３１は、電池セル３３の外周に対応した内周を有して形成されている。また、図示
符号３８３は、電池セル３３と後に説明するセルホルダ５０との間に介装されるフロープ
レートである。また、図示符号５５は、不図示のサーミスタを固定するための両面テープ
である。
【００２９】
　上記したグランド端子４４１と放電端子４４２とは、配設される箇所や目的こそは相違
するが、同一の端子部品６０を回路基板４２に取り付けることにより構成される。このグ
ランド端子４４１と放電端子４４２をなす端子部品６０について説明する。図８の断面図
は、図５における(VIII)-(VIII)断面矢視を示している。図９の断面図は、工具本体１１
に装着された際の図８の電池パック２０を示している。図１０の断面図は、図８における
グランド端子４４１箇所を拡大して示している。図１１の断面図は、図９におけるグラン
ド端子４４１箇所を拡大して示している。図１２の斜視図は、端子部品６０の前側を斜視
にて示している。図１３の平面図は、端子部品６０を側面視にて示している。図１４の平
面図は、端子部品６０を上面視にて示している。図１５の平面図は、端子部品６０を前面
視にて示している。図１６の平面図は、端子部品６０を後面視にて示している。図１７の
平面図は、端子部品６０を下面視にて示している。
【００３０】
　図８～図１７に示すように、端子部品６０は、適宜に切り抜かれた金属板を折り曲げる
ことにより加工される。端子部品６０は、雄形端子を構成する接続端子１８１と接続され
る雌形端子をなしている。具体的には、端子部品６０は、雄形の接続端子１８１を左右両
側から挟み込む雌形をなしている。なお、図１０および図１１に示すように、雌形の端子
部品６０は、前から後に向けてスライドされる雄形の接続端子１８１を受け入れる。端子
部品６０に受け入れられた接続端子１８１は、端子部品６０（グランド端子４４１、放電
端子４４２）に挟み込まれて電気的に接続されている。この端子部品６０は、図１２～図
１７に示すように、支持座部６１と、端子部６３と、支持架部７０とを備える。これら支
持座部６１と端子部６３と支持架部７０とは、一体に連接されて成形されている。なお、
端子部品６０の端子部６３については、前側と後側とに分岐された２箇所で接続端子１８
１を挟み込むことができるように、前側端子部６３１と後側端子部６３５とを有する。な
お、これらの前側端子部６３１と後側端子部６３５とは、挟み込む接続端子１８１に対し
て対称に対をなして形成されている。
【００３１】
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　支持座部６１は、電池本体３０の回路基板４２に結合され、端子部６３へと連なる支持
架部７０を支持する。この支持座部６１は、概略、座体６１１と基板結合部６１５，６１
７とが連接されて形成される。座体６１１は、回路基板４２と対面した平板にて形成され
る。座体６１１は、端子部６３へと連なる支持架部７０を支持する。座体６１１は、前後
に並列される前側端子部６３１および後側端子部６３５を支持するように、前後方向で延
びる長板形にて形成されている。座体６１１の前端および後端には、基板結合部６１５，
６１７が下側に向けて折り曲げられるようにして設けられている。これら基板結合部６１
５，６１７のそれぞれは、回路基板４２に対して突き刺し可能な突出形状となっている。
回路基板４２に突き刺された基板結合部６１５，６１７は、回路基板４２に結合されて支
持されるとともに、回路基板４２と電気的に接合される。
【００３２】
　支持架部７０は、支持座部６１と端子部６３とを連接する。この支持架部７０は、回路
基板４２に支持される支持座部６１からの支持を受けつつ端子部６３を支持する。支持架
部７０は、左右で対をなす端子部６３と同様に左右で対をなしている。具体的には、支持
座部６１の右側端縁に沿って右側支持架部７０１が設けられており、支持座部６１の左側
端縁に沿って左側支持架部７０２が設けられている。なお、この支持架部７０は、端子部
品６０を回路基板４２に取り付けた場合に、電池パック２０がバッテリ装着部１５に対し
て着脱される着脱スライド方向と直交する方向に延ばされて形成されている。この支持架
部７０は、概略、縁体７１と２つの柱部７３（７３１，７３２）とが連接されて形成され
る。縁体７１は、上記した座体６１１の左右の両側の端縁をなす部分に対して設けられて
いる。縁体７１は、座体６１１の端縁をなす部分から上側に突き出され、且つ前後方向に
延びて設けられている。縁体７１には、前後の端子部６３のそれぞれに対応して分岐する
ように前側柱部７３１と後側柱部７３２とが設けられている。前側柱部７３１と後側柱部
７３２とは、縁体７１に対して前後に並列されて上側に延びるように形成されている。こ
れら前側柱部７３１と後側柱部７３２とは、互いに略同一の形状を有している。このため
、これら前側柱部７３１および後側柱部７３２を説明するにあたっては、柱部７３として
の同一の符号を双方に付して説明する。
【００３３】
　柱部７３は、端子部６３と同様に対面配置される対をなしている。柱部７３は、縁体７
１に連接して上側に延びる柱本体７４と、柱本体７４の上端部分から端子部６３を支持す
る端子支持部７５とを備える。柱本体７４は、縁体に連接される下部から端子支持部７５
に連接される上部に向かうにしたがって窄むように形成されている。具体的に説明すると
、柱本体７４の前側の端縁部７４１は鉛直方向に延ばされているのに対し、柱本体７４の
後側の端縁部７４２は下側から上側に向かうにしたがって前側に向かって傾斜するように
延ばされている。このため、側面視した柱本体７４は略直角三角形をなすように形成され
ている。この柱本体７４の上側には、端子支持部７５が設けられている。端子支持部７５
は、柱本体７４からの支持を受け、さらに次に説明する端子部６３を支持する。この端子
支持部７５は、柱本体７４から上側に側面視略矩形をなすように延びて設けられる。なお
、対をなす柱部７３（柱本体７４、端子支持部７５）は、互いに平行配置されている。
【００３４】
　端子部６３は、端子支持部７５に連接され、上下２段で並列にて分割された形状を有す
る。なお、このように分割された形状の端子部６３は、互いに同一の形状を有しているの
で、図示符号は分割された形状の上側部分のみに付して下側部分に付すべき符号の一部を
省略してある。端子部６３は、端子支持部７５から後側に向けて延ばされるようにして形
成されている。この端子部６３は、前側柱部７３１および後側柱部７３２のそれぞれに対
して、前側端子部６３１および後側端子部６３５が設けられている。これら前側端子部６
３１および後側端子部６３５は、前後に並列して設けられており、互いに略同一の形状を
有している。このため、これら前側端子部６３１および後側端子部６３５を説明するにあ
たっては、端子部６３としての同一の符号を双方に付して説明する。この端子部６３も、
支持架部７０と同様に左右で対をなしている。
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【００３５】
　ところで、端子部６３の前側部分は、端子支持部７５を含む支持架部７０に連接されて
支持架部７０に支持される。逆に、端子部６３の後側部分は、連接されるものは無く支持
されていない。つまり、端子部６３は、前側のみの片側支持の構成となっている。このた
め、端子部６３は、支持されていない後側部分を左右方向で揺動され易くなっている。言
い換えれば、端子部６３は、片側となる前側支持により後側が柔軟なばね力を有するよう
に形成されている。このように端子部６３は、工具本体１１の接続端子１８１を挟み込む
にあたって、自身のばね力を活かして接続端子１８１を挟み込むことが可能となっている
。さらに、端子部６３は、端子部品６０が回路基板４２に取り付けられてグランド端子４
４１および放電端子４４２をなす場合に、電池パック２０のバッテリ装着部１５に対する
着脱スライド方向に延ばされて形成されている。つまり、端子部６３は、着脱スライド方
向に直交して延ばされる支持架部７０に対して直交する着脱スライド方向に延ばされて形
成されている。
【００３６】
　端子部６３は、概略、端子支持部７５に連接して後側に延びる挟込傾斜部６４と、挟込
傾斜部６４の後端から更に後側に連接される折曲端部６５とを備える。挟込傾斜部６４は
、前側から後側に向かうにしたがって互いが対面する距離を狭めるように形成されている
。具体的には、右側挟込傾斜部６４１は、右側支持架部７０１に支持されて右側配置され
る。この右側挟込傾斜部６４１は、後側に向かうにしたがって左側に向かって傾斜するよ
うに形成されている。また、左側挟込傾斜部６４２は、左側支持架部７０２に支持されて
左側配置される。この左側挟込傾斜部６４２は、後側に向かうにしたがって右側に向かっ
て傾斜するように形成されている。このようにして対面する挟込傾斜部６４１，６４２同
士は、後側に向かうにしたがって互いに接近する内側（対面側）に向かって傾斜されてい
る。また、挟込傾斜部６４１，６４２の後端部分は、接点部６７（６７１，６７２）とし
て設定されている。この接点部６７（６７１，６７２）は、接続端子１８１を挟み込んだ
際の電気的接点として機能する。接点部６７１，６７２同士の対面される距離は、互いに
接触するくらいまで近接されたものとなっている。
【００３７】
　折曲端部６５（６５１，６５２）は、接点部６７（６７１，６７２）を境界とした挟込
傾斜部６４の後側に連接されている。この折曲端部６５は、接点部６７１，６７２同士の
接触範囲を滑らかな曲面とするように形成されている。具体的には、折曲端部６５は、挟
込傾斜部６４の傾斜方向とは逆側の傾斜方向となるように緩やかに折り曲げられている。
つまり、折曲端部６５は、前側から後側に向かうにしたがって互いが対面距離を拡げられ
るように形成されている。右側配置される右側折曲端部６５１は、後側に向かうにしたが
って右側に向かって円弧（Ｒ形状）を描くように折曲されている。また、左側配置される
左側折曲端部６５２は、後側に向かうにしたがって左側に向かって円弧（Ｒ形状）を描く
ように折曲されている。このように対面される挟込傾斜部６４１，６４２および折曲端部
６５１，６５２は、挟み込む接続端子１８１に対して互いに対称をなしている。このよう
に挟込傾斜部６４１，６４２同士の後端部分に設けられた接点部６７（６７１，６７２）
は、ばね力を有して接続端子１８１を挟み込むこととなる。このように接点部６７１，６
７２が接続端子１８１を挟み込んでいる場合には、挟込傾斜部６４１，６４２同士は、互
いが離されているように僅かであるが外側に歪曲するように設定されている。
【００３８】
　ところで、上記した支持架部７０の外側に面する箇所に、当接支持部８０が設けられて
いる。この当接支持部８０は、後に説明するが、ケース蓋部２５の挟込壁部９４と対面す
る端子部品６０の一部として設定される。この当接支持部８０は、接続端子１８１が端子
部６３に挟み込まれている場合に、ケース蓋部２５の挟込壁部９４に接触可能にされる端
子部品６０の一部として設定されている。なお、端子部品６０と挟込壁部９４とは、端子
部品６０が接続端子１８１を挟み込んでいない場合には、端子部品６０と挟込壁部９４と
を非接触で離間させるように構成されている。つまり、端子部品６０が接続端子１８１を
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挟み込んでいない場合には、支持架部７０に設けられる当接支持部８０は、挟込壁部９４
とを非接触で離間させるようになっている。具体的には、端子部品６０が接続端子１８１
を挟み込んでいない場合には、当接支持部８０は、対面される挟込壁部９４と間に適宜の
クリアランスが設けられて対面される。
【００３９】
　当接支持部８０は、支持架部７０を構成する柱部７３に対して設けられている。具体的
には、当接支持部８０は、柱本体７４および端子支持部７５の双方に対して設けられてい
る。この当接支持部８０は、外側に向かって膨らませることにより形成されている。つま
り、当接支持部８０は、対面する挟込壁部９４に向かって膨らんでいる。図１８は、図５
における(XVIII)-(XVIII)断面矢視を示す断面図であり、ケース蓋部２５をケース本体２
３に組み付けた際の電池パック２０の内部を図示している。この図２０では、端子部６３
と、この端子部６３外側に配置される挟込壁部９４との相対構造が分かる。すなわち、当
接支持部８０は、上記した端子部６３よりも挟込壁部９４に接近するように外側に向かっ
た膨らみ量を有する。当接支持部８０は、外側に面する柱部７３の柱本体７４および端子
支持部７５の双方に対して設けられている。
【００４０】
　当接支持部８０は、柱本体７４の外周形状および端子支持部７５の外周形状に沿った形
状を有して形成されている。この当接支持部８０のうち柱本体７４に設けられる下側当接
支持部８１は、側面視が略直角三角形にされる柱本体７４の略直角三角形に対応した略直
角三角形形状を外側に膨らませるようにして形成される。また、当接支持部８０のうち端
子支持部７５に設けられる上側当接支持部８２は、側面視が略矩形にされる端子支持部７
５の略矩形に対応した略矩形形状を外側に膨らませるようにして形成される。これらの膨
らませる当接支持部８０の加工は、適宜のプレス加工により形成される。なお、この外側
面が凸とされる形状の当接支持部８０は、内側面が凹とされる形状になっている。つまり
、当接支持部８０は、柱本体７４および端子支持部７５の外側面の外縁に対して一段段差
が設けられるように一段外側に膨らまされるようにして形成されている。このため、後に
説明する端子部６３よりも当然に外側に膨らまされている。なお、これら下側当接支持部
８１と上側当接支持部８２とは、互いに分断されることなく、互いに連なって外側に膨ら
まされている。なお、下側当接支持部８１は、上側当接支持部８２と比べて配設範囲が拡
げられている。言い換えれば、当接支持部８０は、支持架部７０のうち支持座部６１に近
接される箇所を支持座部６１の延在範囲に対応させて拡大して形成されている。
【００４１】
　上記した柱部７３の前側の端縁部７４１には、柱部７３の曲がりを規制する前曲げ規制
リブ８５が設けられている。この前曲げ規制リブ８５は、鉛直方向で延びる柱部７３の前
側の端縁部７４１を、互いに向き合う内側に向けて折り曲げることにより形成されている
。この前曲げ規制リブ８５の折り曲げられる方向は、柱部７３（柱本体７４、端子支持部
７５）の延在方向となる前後方向に対して直交する左右方向に設定されている。つまり、
この前曲げ規制リブ８５の折り曲げられる方向は、電池パック２０の着脱スライド方向と
直交する方向に設定されている。詳しく言えば、前曲げ規制リブ８５は、柱本体７４の前
側の端縁部７４１の全範囲と、端子支持部７５の前側の端縁部７４１の下側半分範囲とに
連なって形成されている。このような前曲げ規制リブ８５の柱部７３に対する直交方向の
曲げにより、柱部７３自体の曲がりを規制するように突っ張る作用を有する。つまり、前
曲げ規制リブ８５は、柱部７３の左右方向への歪曲を抑えるように作用する。
【００４２】
　次に、挟込壁部９４が設けられるケース蓋部２５を説明する。図１９および図２０の斜
視図は、ケース蓋部２５の内部を視る角度を変えて示している。図２１の平面図は、ケー
ス蓋部２５の内部面視を示している。図１９～図２１に示すケース蓋部２５は、上記した
とおりで符号が付してある。また、図示される符号２９５は、ケース蓋部２５をケース本
体２３に螺子留めする際の雌螺子孔である。ケース蓋部２５の内部には、区画構造９０が
設けられている。この区画構造９０は、回路基板４２に取り付けられた端子部品６０が電
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気的に他の部材を接触しないように端子部品６０の周囲を区画するものである。この区画
構造９０は、グランド端子４４１と放電端子４４２とのそれぞれに対応して設けられてい
る。このため、この区画構造９０の中心近くには、取り付けられる端子部品６０に対して
接続端子１８１を接続させることを可能とするスリット２７が設けられている。逆に言え
ば、区画構造９０は、ケース蓋部２５のうち、グランド端子４４１に対応するスリット２
７の周囲と、放電端子４４２に対応するスリット２７の周囲と、に設定されている。
【００４３】
　区画構造９０は、概略、前壁部９１と、上壁部９２と、区画リブ部９３と、挟込壁部９
４とを備える。前壁部９１は、区画構造９０の前側の区画壁を形成する。この前壁部９１
には、接続端子１８１を挿入するためのスリット２７が設けられている。この前壁部９１
は、ケース２１の内部と外部とを区画する。上壁部９２は、区画構造９０の上側の区画壁
を形成する。この上壁部９２にも、接続端子１８１を挿入するためのスリット２７が設け
られている。この上壁部９２は、ケース２１の内部と外部とを区画する。区画リブ部９３
は、区画構造９０の後側の区画壁を形成する。この区画リブ部９３は、内部側に突き出さ
れるリブ形状をケース蓋部２５に設けることにより形成される。この区画リブ部９３は、
ケース２１の内部に配設される電気部品同士の通電可能性をより抑える隔壁としての機能
を有し、ケース２１の内部を区画するように設けられている。
【００４４】
　挟込壁部９４は、上記した区画リブ部９３と同様の機能を有する。すなわち、挟込壁部
９４も、ケース２１の内部に配設される電気部品同士の通電可能性をより抑える隔壁とし
ての機能を有し、ケース２１の内部を区画するように設けられている。この挟込壁部９４
は、ケース蓋部２５のうち接続端子１８１の挟み込み方向となる左右両側箇所に設けられ
ている。このため、挟込壁部９４は、回路基板４２に取り付けられた端子部品６０を左右
両側となる外側から挟み込むように配置される。この挟込壁部９４は、グランド端子４４
１の配設箇所と放電端子４４２の配設箇所の双方が互いに対称となる構造を有して形成さ
れている。つまり、グランド端子４４１の配設箇所に対応して設けられるグランド側挟込
壁部９４１と、放電端子４４２の配設箇所に対応して設けられる放電側挟込壁部９４２と
は、電池パック２０の前後に延びる中心軸線Ｘを軸にして左右で対称をなしている。この
ため、対称となる構造により略同一に構成される箇所は、互いに同一の符号を付して次に
説明する。具体的には、グランド側挟込壁部９４１と放電側挟込壁部９４２のうち、中心
軸線Ｘと離れた挟込壁部９４を外側挟込壁部９５と設定している。また、グランド側挟込
壁部９４１と放電側挟込壁部９４２のうち、中心軸線Ｘに近接する挟込壁部９４を内側挟
込壁部９７と設定している。外側挟込壁部９５と内側挟込壁部９７とは、互いに対面して
、互いに同様の構造をなす鏡面構造となっている。
【００４５】
　外側挟込壁部９５について説明する。図１９および図２０に示すように、外側挟込壁部
９５は、大まかに、区画壁体９５１と接触リブ部９６１とを備える。区画壁体９５１は、
端子部品６０の配設範囲を区画する壁構造をなしている。この区画壁体９５１は、前後方
向に延びる壁面９５２を有する。この壁面９５２は、回路基板４２に取り付けられた端子
部品６０（グランド端子４４１、放電端子４４２）が延びる方向と一致する前後上下平面
を有する。この壁面９５２は、取り付けられた端子部品６０と対面する。この壁面９５２
には、壁面９５２から端子部品６０に向かって膨らまされる接触リブ部９６１が設けられ
ている。この接触リブ部９６１は、端子部品６０の支持架部７０に対応して設けられてい
る。詳しくは、接触リブ部９６１の配設箇所は、上記した柱部７３の当接支持部８０に対
して接触される箇所に設定されている。この接触リブ部９６１は、当接支持部８０が接触
される箇所に端子部品６０に向かって膨らまされるようにして設けられている。
【００４６】
　接触リブ部９６１は、前側端子部６３１および後側端子部６３５のそれぞれ２箇所の当
接支持部８０に対面して設けられている。このため、接触リブ部９６１は、区画壁体９５
１の壁面９５２に対して前後方向で並列されて２箇所設けられている。この２箇所それぞ
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れの接触リブ部９６１は、互いに同一の形状にて形成されている。接触リブ部９６１は、
上壁部９２と区画壁体９５１との双方に連なって、端子部品６０配置側に突き出されるリ
ブとして形成される。接触リブ部９６１は、概略、支持矩形部９６３と組付傾斜部９６５
とを備える。支持矩形部９６３は、区画壁体９５１の壁面９５２から端子部品６０配置側
となるスリット２７配置側に向けて突き出されるようにして形成される。この支持矩形部
９６３のうち端子部品６０と対面する座面９６４は、前後上下方向に延びる平面にて形成
される。なお、この支持矩形部９６３の座面９６４の範囲は、上記した柱部７３の端子支
持部７５の範囲にかかるように設定されている。
【００４７】
　この支持矩形部９６３は、接続端子１８１を挟み込むことにより変形した端子部品６０
に当接して支持するように形成されている。すなわち、端子部６３が接続端子１８１を挟
み込んだ場合には、挟み込んだ端子部６３は接続端子１８１の挟み込み量だけ歪曲するこ
ととなる。詳しく言えば、端子部６３は、接続端子１８１の厚み分だけ左右両外側に拡げ
られるように変形する。このため、端子部６３の変形に依存して、端子部６３を支持する
端子支持部７５も変形作用を受ける。詳しく言えば、端子部６３の左右両外側への拡がり
に依存して、端子支持部７５も左右両外側に拡げられる変形作用を受ける。この変形作用
を受けた端子支持部７５は、ほんの僅かな変形で、端子支持部７５に設けられる上側当接
支持部８２（当接支持部８０）が支持矩形部９６３の座面９６４に当てられるようになっ
ている。この上側当接支持部８２の座面９６４への当たりにより、支持矩形部９６３は端
子支持部７５の変形が抑えられるように端子支持部７５を支持する。このような端子支持
部７５を支持する作用は、端子部６３の接続端子１８１を挟み込む力を高める作用に繋が
るものである。なお、端子部６３が接続端子１８１を挟み込んでいない場合には、この上
側当接支持部８２と支持矩形部９６３の座面９６４との間には、ほんの僅かながらもクリ
アランスが生ずるように、端子部品６０の上側当接支持部８２と支持矩形部９６３の座面
９６４との間が設定されている。
【００４８】
　これに対して組付傾斜部９６５は、支持矩形部９６３の下側にて、この支持矩形部９６
３と連接されるように設けられている。組付傾斜部９６５は、支持矩形部９６３の座面９
６４と交差する平面となる傾斜平面９６６を有する。この傾斜平面９６６は、上側から下
側に向かうにしたがって端子部品６０から離れる方向に傾斜している。このため、上記し
た当接支持部８０と組付傾斜部９６５との間に生ずるクリアランスは、この組付傾斜部９
６５の下側にいくにしたがって大きくなるように設定されている。このようにして回路基
板４２に取り付けられた端子部品６０と挟込壁部９４との間にはクリアランスが適切に設
けられるようになっている。つまり、ケース本体２３にケース蓋部２５を組み付けるに際
しては、回路基板４２に取り付けられた端子部品６０からの衝突や摩擦による干渉が避け
られるように設定されている。つまり、ケース本体２３に対するケース蓋部２５の組付け
性の良好さは、端子部品６０と挟込壁部９４との間に設けられるクリアランスにより確保
されるものとなっている。
【００４９】
　なお、この組付傾斜部９６５にあっても、接続端子１８１を挟み込むことにより変形し
た端子部品６０に当接するようになっている。すなわち、端子部６３が接続端子１８１を
挟み込んだ場合には、端子部６３は接続端子１８１の厚み分だけ左右両外側に拡げられる
ように変形し、端子支持部７５も左右両外側に拡げられるように変形する。ここで、柱部
７３の柱本体７４も、端子支持部７５も左右両外側の拡がりに依存して左右両外側に拡げ
られるように変形する。この際、変形した後の柱本体７４に設けられる下側当接支持部８
１（当接支持部８０）は、組付傾斜部９６５の傾斜平面９６６に当たるようになっている
。この下側当接支持部８１の傾斜平面９６６への当たりにより、組付傾斜部９６５は柱本
体７４の変形を抑えるように柱本体７４を支持することができる。なお、このような柱本
体７４の支持は、端子部６３の接続端子１８１を挟み込む力を高めるものとなっている。
【００５０】
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　外側挟込壁部９５に対して内側挟込壁部９７は、接触リブ部９６１に関しての膨らみ量
については相違するが、この外側挟込壁部９５と略同様の対称位置に略同様の構造が設け
られている。つまり、内側挟込壁部９７は、スリット２７を対称中心線として外側挟込壁
部９５と略対称構造をなしている。このため、この内側挟込壁部９７において、上記した
外側挟込壁部９５と略同様に構成される箇所については、上記した外側挟込壁部９５を説
明する際に付した符号と同一の符号を内側挟込壁部９７に対して付してある。なお、図示
されているように、この内側挟込壁部９７に設けられる接触リブ部９６１の膨らみ量およ
び高さ長は、上記した外側挟込壁部９５に設けられる接触リブ部９６１よりも小さく設定
されている。つまり、内側挟込壁部９７に設けられる接触リブ部９６１は、このケース蓋
部２５の内部の構造に対応して設定されている。詳しく言えば、壁面９５２から端子部品
６０に向かって膨らまされる接触リブ部９６１の膨らみ量は、外側挟込壁部９５に設けら
れる接触リブ部９６１よりも小さく設定されている。また、並列される接触リブ部９６１
の背丈長は、内部の構造に対応して適宜にバラつきのある長さに設定されている。
【００５１】
　また、前壁部９１と上壁部９２の境界部分には、ガイド部９１５が設けられている。こ
のガイド部９１５は、前壁部９１および上壁部９２の双方に設けられるスリット２７に面
して設けられる。具体的には、ガイド部９１５は、前壁部９１に設けられるスリット２７
の端縁部分と連接されて内部側に突き出されつつ、上壁部９２に設けられるスリット２７
の端縁部分と連接されて内部側に突き出されるように形成されている。このガイド部９１
５は、上記した接続端子１８１をスリット２７の内部に差し込むにあたって、この接続端
子１８１の差込をガイドする機能を有する。また、スリット２８２の近くには、充電端子
４６１および通信端子４６２を支持するための支持片部９８が設けられている。
【００５２】
　上記したように構成される電池パック２０によれば、次のような作用効果を奏すること
ができる。すなわち、上記した電池パック２０によれば、ケース蓋部２５に接続端子１８
１の挟み込み方向で端子部品６０を外側から挟み込む挟込壁部９４が設けられている。こ
こで、端子部品６０と挟込壁部９４とは、端子部６３が接続端子１８１を挟み込んでいる
場合に、挟込壁部９４と対面する端子部品６０の支持架部７０に設けられる当接支持部８
０が挟込壁部９４に対して接触させるように構成されている。これによって、端子部品６
０が接続端子１８１を挟み込んでいる場合には、当接支持部８０は挟込壁部９４に接触さ
れて挟込壁部９４からの支持を受けることができる。したがって、端子部品６０に僅かな
設計変更が加えられる場合であっても、この僅かな設計変更を許容可能に、接続端子１８
１を挟み込む端子部品６０の挟み込み荷重を適切な荷重に維持することができる。
【００５３】
　また、上記した電池パック２０によれば、端子部品６０と挟込壁部９４とは、端子部６
３が接続端子１８１を挟み込んでいない場合に、端子部品６０と挟込壁部９４とを非接触
で離間させるように構成されている。これによって、ケース蓋部２５をケース本体２３に
合体させる際に端子部品６０をケース蓋部２５の挟込壁部９４に当てさせずに組み付けて
合体させることができる。したがって、ケース本体２３とケース蓋部２５との組付け易さ
を確保し、製造上の利便性を高めることができる。また、上記した電池パック２０によれ
ば、支持座部６１と端子部６３との間を連接する支持架部７０に当接支持部８０が設けら
れているので、接続端子１８１を挟み込んだ端子部６３を好ましく支持しながらも、支持
架部７０を介した端子部６３の支持により接続端子１８１の端子部６３への挟み込みに余
裕を持たせることができる。これによって、端子部６３に接続端子１８１を差し込むにあ
たっての差し込み易さを確保することができて、電池パック２０の工具本体１１に装着さ
せる際の装着させ易さを維持することができる。
【００５４】
　また、上記した電池パック２０によれば、下側当接支持部８１は支持座部６１に近接さ
れる箇所を支持座部６１の延在範囲に対応させて拡大されている。逆に言えば端子部６３
に近づくにつれて下側当接支持部８１の配設範囲は小さく設定されている。これによって
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、端子部６３における内外への動きをより確保することができ、端子部６３に接続端子１
８１を差し込むにあたっての差し込み易さをより確保することができる。したがって、電
池パック２０を工具本体１１に装着させる際の装着させ易さについて高く維持することが
できる。また、上記した電池パック２０によれば、当接支持部８０は端子部６３よりも対
面する挟込壁部９４に向かって膨らまされているので、当接支持部８０のみを挟込壁部９
４に接触させ易くすることができる。これによって、新たな部材を設けることなく、当接
支持部８０を挟込壁部９４に接触させることができ、接続端子１８１を挟み込む端子部品
６０の挟み込み荷重を適切な荷重に維持することができる。また、上記した電池パック２
０によれば、挟込壁部９４は端子部品６０の外周を区画するように着脱スライド方向に延
在されているので、この端子部品６０の外周の電気的絶縁性を高めることができる。これ
によって、より短絡防止を図る電池パック２０とすることができる。
【００５５】
　また、上記した電池パック２０によれば、挟込壁部９４の当接支持部８０が接触される
箇所には接触リブ部９６１が設けられている。この接触リブ部９６１は端子部品６０に向
かって膨らまされているので、より的確に当接支持部８０のみを挟込壁部９４に接触させ
易くすることができる。これによって、新たな部材を設けることなく、より的確に当接支
持部８０を挟込壁部９４に接触させることができる。また、上記した電池パック２０によ
れば、端子部６３については着脱スライドに応じて接続端子１８１の挟み込みに追従させ
るように曲がり易くすることができ、さらに支持架部７０については接続端子１８１の挟
み込みに対しての曲がりを抑えて端子部品６０の接続端子１８１に対する接触荷重を高め
ることができる。また、当接支持部８０も着脱スライド方向に延びているので、当接支持
部８０が挟込壁部９４からの支持力を高めることができる。また、上記した電池パック２
０によれば、端子部品６０は挟み込む接続端子１８１に対して対称に対をなして構成され
ているので、端子部品６０の接続端子１８１への挟み込みを両側で釣り合わせてバランス
させることができる。これによって、端子部品６０の接続端子１８１に対する接触荷重を
バランスさせて高めることができる。また、上記した電池パック２０によれば、支持架部
７０の端縁部７４１が着脱スライド方向と交差する方向に折り曲げられて前曲げ規制リブ
８５が設けられているので、支持架部７０の剛性を高めることができる。これによって、
端子部品６０の接続端子１８１に対する接触荷重をより高めることができる。
【００５６】
［第２の実施の形態］
　次に、上記した第１の実施の形態の電池パック２０の変形例となる各種の実施の形態に
ついて図面を参照しながら説明する。なお、この第２の実施の形態以降の実施の形態の説
明は、上記した第１の実施の形態の電池パック２０のうち、端子部品６０の構成のみが相
違する構成の例である。このため、この第２の実施の形態以降の実施の形態の説明では、
上記した端子部品６０の変形例として各種の端子部品６０Ａ，６０Ｂ，６０Ｃを図示して
説明する。なお、この第２の実施の形態以降の実施の形態において上記した第１の実施の
形態の端子部品６０と同一に構成される箇所については、上記した第１の実施の形態の端
子部品６０を説明する際に用いた符号を図面に付して説明を省略する場合がある。また、
これ以降の実施の形態において上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同等に構成さ
れる箇所については、上記した第１の実施の形態の端子部品６０を説明する際に用いた符
号の末尾などを適宜に変更して説明するものとする。
【００５７】
　第２の実施の形態の端子部品６０Ａは、図２２～図２５に図示されるとおりとなってい
る。すなわち、図２２の斜視図は、端子部品６０Ａの前側を斜視にて示している。図２３
の平面図は、端子部品６０Ａを側面視にて示している。図２４の平面図は、端子部品６０
Ａを上面視にて示している。図２５の平面図は、端子部品６０Ａを前面視にて示している
。この第２の実施の形態の端子部品６０Ａは、上記した第１の実施の形態の端子部品６０
と比較して前曲げ規制リブ８５が設けられていない点で相違する。なお、図示されるとお
り、この端子部品６０Ａのうち前曲げ規制リブ８５が設けられていないこと以外の構成に
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ついては、上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同一に構成される。このため、図
２２～図２５では、第１の実施の形態の端子部品６０にて付した符号が付されている。
【００５８】
　この第２の実施の形態の端子部品６０Ａによれば、上記した端子部品６０から前曲げ規
制リブ８５が無くされているので、端子部品６０Ａとして製造する際の加工作業が相対的
に簡単になる。つまり、第１の実施の形態の端子部品６０よりも製造の簡単化を図ること
ができて製造の観点から有利となる。ただ、この第２の実施の形態の端子部品６０Ａでは
、支持架部７０の曲げ強度が上記した第１の実施の形態の端子部品６０よりも弱まること
となる。このため、この第２の実施の形態の端子部品６０Ａでは、製造するための金属板
の材質の硬度を高めることなどにより、支持架部７０の曲げ強度を強めることが考えられ
る。なお、このような第２の実施の形態の端子部品６０Ａにあっても、上記した第１の実
施の形態の端子部品６０と同様の作用効果を奏することができる。
【００５９】
［第３の実施の形態］
　図２６～図２９に図示される符号６０Ｂは、上記した第２の実施の形態の端子部品６０
Ａの変形例である。なお、図２６の斜視図は、端子部品６０Ｂの前側を斜視にて示してい
る。図２７の平面図は、端子部品６０Ｂを側面視にて示している。図２８の平面図は、端
子部品６０Ｂを上面視にて示している。図２９の平面図は、端子部品６０Ｂを前面視にて
示している。この第３の実施の形態の端子部品６０Ｂは、上記した第２の実施の形態の端
子部品６０Ａと比較して当接支持部８０Ｂのみの構成が相違する。このため、この当接支
持部８０Ｂについてのみを説明する。すなわち、この第３の実施の形態の端子部品６０Ｂ
の当接支持部８０Ｂも、上記した実施の形態と同様、外側に面する柱部７３の柱本体７４
および端子支持部７５の双方に対して設けられる。ここで、この当接支持部８０Ｂは、上
記した当接支持部８０と比較して柱本体７４に設けられる下側当接支持部８１Ｂの形状が
、柱本体７４に設けられる下側当接支持部８１の形状が相違する。なお、図示されるとお
り、この端子部品６０Ｂのうち下側当接支持部８１Ｂ以外の構成については、上記した第
２の実施の形態の端子部品６０Ａと同一に構成される。このため、図２６～図２９では、
第１の実施の形態の端子部品６０を流用した第２の実施の形態の端子部品６０Ａにて付し
た符号が付されている。
【００６０】
　このような当接支持部８０Ｂを有する第３の実施の形態の端子部品６０Ｂによれば、下
側当接支持部８１Ｂの形状の簡単化が図られているので、端子部品６０Ｂとして製造する
際の加工作業が相対的に簡単になる。つまり、第２の実施の形態の端子部品６０Ａよりも
製造の簡単化を図ることができて製造の観点から有利となる。ただ、この第３の実施の形
態の端子部品６０Ｂでは、支持架部７０の曲げ強度が上記した第２の実施の形態の端子部
品６０Ａよりも弱まることとなる。このため、この第３の実施の形態の端子部品６０Ｂで
は、製造するための金属板の材質の硬度を高めることなどにより、支持架部７０の曲げ強
度を強めることが考えられる。なお、このような第３の実施の形態の端子部品６０Ｂにあ
っても、上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同様の作用効果を奏することができ
る。
【００６１】
［第４の実施の形態］
　図３０～図３３に図示される符号６０Ｃは、上記した第３の実施の形態の端子部品６０
Ｂの変形例である。すなわち、図３０の斜視図は、端子部品６０Ｃの後側を斜視にて示し
ている。図３１の平面図は、端子部品６０Ｃを側面視にて示している。図３２の平面図は
、端子部品６０Ｃを上面視にて示している。図３３の平面図は、端子部品６０Ｃを後面視
にて示している。この第４の実施の形態の端子部品６０Ｃは、上記した第２の実施の形態
の端子部品６０Ａと比較して、前曲げ規制リブ８５および後曲げ規制リブ８７Ｃが設けら
れている点で相違する。なお、図示されるとおり、この端子部品６０Ｃのうち前曲げ規制
リブ８５の構成については上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同一に構成される



(20) JP 6215088 B2 2017.10.18

10

20

30

40

50

。これに対して、後曲げ規制リブ８７Ｃの構成については、上記した第１～３の実施の形
態の端子部品６０，６０Ａ，６０Ｂと相違して新規に設けられている。このため、図３０
～図３３では、第１および第２の実施の形態の端子部品６０，６０Ａを流用した第３の実
施の形態の端子部品６０Ｃにて付した符号が付されている。
【００６２】
　すなわち、柱部７３の後側の端縁部７４２には、柱部７３の曲がりを規制する後曲げ規
制リブ８７Ｃが設けられている。この後曲げ規制リブ８７Ｃは、前後傾斜方向で延びる柱
部７３の後側の端縁部７４２を、互いに向き合う内側に向けて折り曲げることにより形成
されている。この後曲げ規制リブ８７Ｃの折り曲げられる方向は、後側の端縁部７４２の
傾斜方向に沿いつつ、柱部７３（柱本体７４、端子支持部７５）の延在方向となる前後方
向に対して直交する左右方向に設定されている。つまり、この後曲げ規制リブ８７Ｃの折
り曲げられる方向は、電池パック２０の着脱スライド方向と交差する方向に設定されてい
る。詳しく言えば、後曲げ規制リブ８７Ｃは、柱本体７４の後側の端縁の全範囲に形成さ
れている。このような後曲げ規制リブ８７Ｃの柱部７３に対する交差方向の曲げにより、
柱部７３自体の曲がりを規制するように突っ張る作用を有する。つまり、後曲げ規制リブ
８７Ｃは、柱部７３の左右方向への歪曲を抑えるように作用する。
【００６３】
　このような前曲げ規制リブ８５および後曲げ規制リブ８７Ｃを有する第４の実施の形態
の端子部品６０Ｃによれば、支持架部７０の剛性を高めることができる。これによって、
端子部品６０Ｃの接続端子１８１に対する接触荷重をより高めることができる。ただ、こ
の第４の実施の形態の端子部品６０Ｃでは、支持架部７０の曲げ強度が上記した実施の形
態の端子部品６０，６０Ａ，６０Ｂよりも強まる反面、端子部品６０Ｃとして製造する際
の加工作業が相対的に煩雑になる。つまり、第１の実施の形態の端子部品６０よりも製造
の簡単化を図ることができて製造の観点から有利となる。このため、この第４の実施の形
態の端子部品６０Ｃでは、製造するための金属板の材質を加工し易い材質に変更すること
も可能である。例えば、端子部品６０Ｃを製造するための金属板を薄くしても、接続端子
１８１に対する接触荷重を維持することができる。なお、このような第４の実施の形態の
端子部品６０Ｃにあっても、上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同様の作用効果
を奏することができる。
【００６４】
［第５の実施の形態］
　次に上記した第１～４の実施の形態と相違する第５の実施の形態の端子部品６０Ｄにつ
いて説明する。すなわち、図３４の斜視図は、端子部品６０Ｄの後側を斜視にて示してい
る。図３１の平面図は、端子部品６０Ｃを側面視にて示している。図３２の平面図は、端
子部品６０Ｃを上面視にて示している。図３３の平面図は、端子部品６０Ｃを後面視にて
示している。この第４の実施の形態の端子部品６０Ｃは、上記した第２の実施の形態の端
子部品６０Ａと比較して、前曲げ規制リブ８５および後曲げ規制リブ８７Ｃが設けられて
いる点で相違する。なお、図示されるとおり、この端子部品６０Ｃのうち前曲げ規制リブ
８５の構成については上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同一に構成される。こ
れに対して、後曲げ規制リブ８７Ｃの構成については、上記した第１～３の実施の形態の
端子部品６０，６０Ａ，６０Ｂと相違して新規に設けられている。このため、図３０～図
３３では、第１および第２の実施の形態の端子部品６０，６０Ａを流用した第３の実施の
形態の端子部品６０Ｃにて付した符号が付されている。
【００６５】
　すなわち、柱部７３の後側の端縁部７４２には、柱部７３の曲がりを規制する後曲げ規
制リブ８７Ｃが設けられている。この後曲げ規制リブ８７Ｃは、前後傾斜方向で延びる柱
部７３の後側の端縁部７４２を、互いに向き合う内側に向けて折り曲げることにより形成
されている。この後曲げ規制リブ８７Ｃの折り曲げられる方向は、後側の端縁部７４２の
傾斜方向に沿いつつ、柱部７３（柱本体７４、端子支持部７５）の延在方向となる前後方
向に対して直交する左右方向に設定されている。つまり、この後曲げ規制リブ８７Ｃの折
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り曲げられる方向は、電池パック２０の着脱スライド方向と交差する方向に設定されてい
る。詳しく言えば、後曲げ規制リブ８７Ｃは、柱本体７４の後側の端縁の全範囲に形成さ
れている。このような後曲げ規制リブ８７Ｃの柱部７３に対する交差方向の曲げにより、
柱部７３自体の曲がりを規制するように突っ張る作用を有する。つまり、後曲げ規制リブ
８７Ｃは、柱部７３の左右方向への歪曲を抑えるように作用する。
【００６６】
　このような前曲げ規制リブ８５および後曲げ規制リブ８７Ｃを有する第４の実施の形態
の端子部品６０Ｃによれば、支持架部７０の剛性を高めることができる。これによって、
端子部品６０Ｃの接続端子１８１に対する接触荷重をより高めることができる。ただ、こ
の第４の実施の形態の端子部品６０Ｃでは、支持架部７０の曲げ強度が上記した実施の形
態の端子部品６０，６０Ａ，６０Ｂよりも強まる反面、端子部品６０Ｃとして製造する際
の加工作業が相対的に煩雑になる。つまり、第１の実施の形態の端子部品６０よりも製造
の簡単化を図ることができて製造の観点から有利となる。このため、この第４の実施の形
態の端子部品６０Ｃでは、製造するための金属板の材質を加工し易い材質に変更すること
も可能である。例えば、端子部品６０Ｃを製造するための金属板を薄くしても、接続端子
１８１に対する接触荷重を維持することができる。なお、このような第４の実施の形態の
端子部品６０Ｃにあっても、上記した第１の実施の形態の端子部品６０と同様の作用効果
を奏することができる。
【００６７】
［第５の実施の形態］
　次に上記した第１～４の実施の形態の端子部品６０，６０Ａ，６０Ｂ，６０Ｃと相違す
る第５の実施の形態の端子部品６０Ｄについて説明する。すなわち、図３４の斜視図は、
端子部品６０Ｄの前側を斜視にて示している。図３５の平面図は、端子部品６０Ｄを上面
視にて示している。図３６の平面図は、図３５に示す端子部品６０Ｄに接続端子１８１を
差し込んでいるのを示している。図３７の斜視図は、図３４の端子部品６０Ｄの比較例と
して挙げる従来の端子部品６０Ｚを示している。図３８の平面図は、図３６の端子部品６
０Ｄの比較例として挙げる従来の端子部品６０Ｚを示している。なお、第５の実施の形態
の端子部品６０Ｄも、雄形端子を構成する接続端子１８１と接続される雌形端子である。
【００６８】
　図３４～図３６に示す端子部品６０Ｄは、図３７および図３８に示す従来の端子部品６
０Ｚと比較して端子部６３Ｄの構成のみが相違する。具体的には、第５の実施の形態の端
子部品６０Ｄは、上記した端子部品６０と略同様に、支持座部６１Ｄと、端子部６３Ｄと
、支持架部７０Ｄとを備える。図３４～図３６に示す第５の実施の形態の端子部品６０Ｄ
については、第１の実施の形態の端子部品６０と同等に構成される箇所についてを、上記
した第１の実施の形態の端子部品６０を説明する際に用いた符号末尾に‘Ｄ’を付加した
符号を図面に付して説明を省略するものとする。また、図３７および図３８に示す従来の
端子部品６０Ｚについても、第１の実施の形態の端子部品６０と同等に構成される箇所に
ついてを、上記した第１の実施の形態の端子部品６０を説明する際に用いた符号末尾に‘
Ｚ’を付加した符号を図面に付して説明を省略するものとする。
【００６９】
　図３４と図３７との比較や図３６と図３８との比較からも分かるように、第５の実施の
形態の端子部品６０Ｄの端子部６３Ｄは、従来の端子部品６０Ｚの端子部６３Ｚよりも前
後方向の長さが短くなるように設定されている。この端子部６３Ｄも、端子支持部７５Ｄ
に連接され、上下２段で並列にて分割された形状を有する。端子部６３Ｄは、概略、端子
支持部７５Ｄに連接して後側に延びる挟込傾斜部６４Ｄと、挟込傾斜部６４Ｄの後端から
更に後側に連接される折曲端部６５Ｄとを備える。挟込傾斜部６４Ｄは、前側から後側に
向かうにしたがって互いが対面する距離を狭めるように形成されている。具体的には、右
側挟込傾斜部６４１Ｄと左側挟込傾斜部６４２Ｄとは、後側に向かうにしたがって互い接
近するように前後方向に対して傾斜している。ここで、これら右側挟込傾斜部６４１Ｄと
左側挟込傾斜部６４２Ｄとが接近するための前後方向に対する傾斜角度が、従来の右側挟
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込傾斜部６４１Ｚと左側挟込傾斜部６４２Ｚとが接近するための前後方向に対する傾斜角
度よりも大きく設定されている。このため、端子部６３Ｄの前後方向の長さは、従来の端
子部６３Ｚの前後方向の長さよりも短くなっている。なお、この端子部６３Ｄの接点部６
７Ｄおよび折曲端部６５Ｄは、従来の接点部６７Ｚおよび折曲端部６５Ｚと略同一に形成
されている。
【００７０】
　上記したように端子部６３Ｄは、図３８と図４０との比較から分かるように、端子部６
３Ｄにより接続端子１８１を挟み込んだ場合に、右側挟込傾斜部６４１Ｄと左側挟込傾斜
部６４２Ｄとの歪曲率が高まることとなる。これによって、第５の実施の形態の端子部品
６０Ｄの端子部６３Ｄは、従来の端子部品６０Ｚの端子部６３Ｚと比較して、挟み込む接
続端子１８１に対しての接触荷重が高まることとなる。つまり、このように端子部６３Ｄ
が設定される第５の実施の形態の端子部品６０Ｄにあっては、簡単かつ単純に接続端子１
８１を挟み込んでいる場合の接続端子１８１に対する電気的接点の接触荷重を高めること
ができる。したがって、端子部品６０に僅かな設計変更が加えられる場合であっても、こ
の僅かな設計変更を許容可能に、接続端子１８１を挟み込む端子部品６０の挟み込み荷重
を適切な荷重に維持することができる。
【００７１】
　なお、本発明に係る電動工具用電池パックにあっては、上記した実施の形態に限定され
るものではなく、適宜箇所が変更されて構成されるものであってもよい。すなわち、雌形
端子を構成する端子部品６０の形状としては、図示して説明した例に限定されることなく
、適宜の構成を選択することができる。つまり、本発明に係る雌形端子としては、雄形端
子を挟み込んでいる場合に、挟込壁部と対面する雌形端子の一部を当接支持部として挟込
壁部に対して接触させるように構成されていればよいものであり、支持座部、支持架部、
端子部、等の具体的な構成については上記した実施の形態における例示に縛られるもので
ない。例えば、雌形端子を端子部品６０の端子部６３の数や端子部６３の形状などについ
ては、適宜な数や形状に設定して形成することが可能である。
【符号の説明】
【００７２】
１０　インパクトドライバ（電動工具）
１１　工具本体
１３　駆動部
１４　グリップ部
１５　バッテリ装着部
１７　レール
１８１　接続端子（雄形端子）
１８２　通信端子
１９　嵌合雌部
２０　電池パック（電動工具用電池パック）
２１　ケース
２２　螺子部材
２３　ケース本体
２３１　保持円弧リブ
２３２　区画リブ
２５　ケース蓋部
２６　スライドガイド部
２７　スリット（雌開口部）
２８１　開口部
２８２　スリット
２９１　フック用開口部
２９２　操作用開口部
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２９３，２９４　通風口
２９５　雌螺子孔
３０　電池本体
３１　電池部
３３　電池セル
３４　電極
３５　絶縁シート
３６　リード板
３６１　上端部分
３７　接続端部
３８１　緩衝シート
３８３　フロープレート
３８５　両面テープ
３９　絶縁シート
４１　制御部
４２　回路基板
４３　螺子部材
４４１　グランド端子
４４２　放電端子
４５　通信コネクタ
４６１　充電端子
４６２　通信端子
４７　接続部
４８　リード線
５０　セルホルダ
５１　凸柱部
５３　雌螺子
５４　セパレータ
５５　雄フック機構
５６　フック形構造体
５７　フック部
５８　操作部
５９　圧縮ばね
６０　端子部品
６１　支持座部
６１１　座体
６１５，６１７　基板結合部
６３　端子部
６３１　前側端子部
６３５　後側端子部
６４　挟込傾斜部
６４１　右側挟込傾斜部
６４２　左側挟込傾斜部
６５　折曲端部
６５１　右側折曲端部
６５２　左側折曲端部
６７（６７１，６７２）　接点部
７０　支持架部
７０１　右側支持架部
７０２　左側支持架部
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７１　縁体
７３　柱部
７３１　前側柱部
７３２　後側柱部
７４　柱本体
７４１　前端縁
７４２　後端縁
７５　端子支持部
８０　当接支持部
８１　下側当接支持部
８２　上側当接支持部
８５　曲げ規制リブ
９０　区画構造
９１　前壁部
９１５　ガイド部
９２　上壁部
９３　区画リブ部
９４　挟込壁部
９４１　グランド側挟込壁部
９４２　放電側挟込壁部
９５　外側挟込壁部
９５１　区画壁体
９５２　壁面
９６１　接触リブ部
９６３　支持矩形部
９６４　座面
９６５　組付傾斜部
９６６　傾斜平面
９７　内側挟込壁部
９８　支持片部
Ｘ　中心軸線
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